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学
術
資
産
等
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
で
公
開
開
始 

外骨資料インターネット公開へ 

『国
立
公
文
書
館
ニ
ュ
ー
ス
』 

v
o
l.1

6

に
掲
載 

 

昨
年
十
月
十
一
日
、
宮
武
外
骨
蒐
集
資
料
の
な
か
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
続
く
東
京
大
学
学

術
資
産
等
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
で
の
成
果
が
、
い
よ
い
よ
皆
さ
ん
の
お
手
元
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ユ
ニ
ー
ク
な
貼
り
込
み
な
ど
、
見
て
楽
し
い
資
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
外
骨
が
主
任
就
任
後
行
っ
た
資
料
蒐
集
旅
行
記
録
『
東
北
旅
行
日
記
』

に
は
「
熱
望
で
す
一
枚
の
新
聞
一
冊
の
雑
誌
で
も
」
と
あ
り
、
蒐
集
に
か
け
る
情

熱
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

東京大学 宮武外骨 検索 

第
四
号
で
国
立
公
文
書
館
の
積
極
収
集
事
業
へ
の

協
力
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
昨
年
十
月
四
日

に
、
協
力
機
関
と
し
て
『
国
立
公
文
書
館
ニ
ュ
ー
ス
』

の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
取
材
者
の
方
々
に
文
庫
内

を
ご
案
内
し
た
後
、
閲
覧
室
で
文
庫
職
員
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
」 

に
撮
影
協
力 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
（
二

〇
一
八
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
放
送
）
に

撮
影
協
力
し
ま
し
た
。 

▲『関東新報』を撮影する 
カメラマン 

「
特
集 

歴
史
の
「
行
間
」
を
探
し
て
」
の
ほ
か

「
教
え
て
、
こ
ぶ
ん
ち
ょ
さ
ん
」
に
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
国
立
公
文
書
館

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

保
存
容
器
へ
の
収
納
進
む 

耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
移
転
に
向
け
て
、
資

料
を
安
全
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
保
存
容
器

（
箱
）
へ
の
収
納
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
十

月
、
十
二
月
に
は
新
聞
と
雑
誌
、
今
年
二
月
に

は
新
聞
を
、
資
料
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
中
性
紙
保
存
箱
へ
収
納
す
る

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
約
四
八
〇

箱
の
保
存
箱
を
、
寄
付
者
の
皆
様
の
ご
支
援
の

お
か
げ
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

▲見事に収納された新聞 

『
東
北
旅
行
日
記
』
（
冒
頭
） 

昭
和
３
年
の
ひ
と
月
近
く
に
渡
る

蒐
集
旅
行
が
記
さ
れ
て
い
る 

公
開
後
多
く
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
す

ぐ
に
つ
ぶ
や
き
が
始
ま
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
外
骨
の
資

料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

ら
れ
る
こ
と
へ
の
熱
い
期
待

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

学
術
資
産
等
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
事
業
に
よ
る
明
治
文
庫
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
現
在
も

継
続
中
で
す
。
来
年
度
は
「
府

藩
県
制
史
関
係
資
料
（
仮
）
」

の
画
像
公
開
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
「
東
京
大
学 

宮
武

外
骨
」
で
ぜ
ひ
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。 

▶
取
材
を
受
け
る
職
員 

▼
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
『
第
二 

会
廿
五
年
国
会
議
事
堂
』 
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（二）  

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て 

工
事
期
間
中
は
休
館
と
な
り
、資
料
を
す
べ
て

退
避
さ
せ
、
事
務
室
も
移
転
と
な
り
ま
す
。 

詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ま
も
な
く
お
知
ら

せ
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、ご
来
館
の
際
に

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、当
文
庫
ツ
イ

ッ
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

■
耐
震
改
修
工
事
準
備
・ 

計
画
に
つ
い
て 

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、 

随
時
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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等
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。 

東
京
大
学
広
報
誌
『淡
青
』 

特
集
「猫
と
東
大
」に
掲
載 

南
ア
ル
プ
ス
市
立
図
書
館 

「遺
（の
こ
す
） 

㓛
刀
亀
内
」展

に
調
査
協
力
、
出
陳 

魅
せ
る 

広
が
る
明
治
文
庫 

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

「子
ど
も
の
た
め
の 

建
築
と
空
間
展
」に
出
陳 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐
留
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
「
子

ど
も
の
た
め
の
建
築
と
空
間
展
」
（
会
期 

二

〇
一
九
年
一
月
十
二
日
（
土
）
～
三
月
二
十
四

日
（
日
）
）
に
『
日
本
の
家
庭
』
臨
時
増
刊
号

の
挿
絵
を
出
陳
し
ま
し
た
（
パ
ネ
ル
展
示
）
。

こ
の
展
示
は
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
七
日

（
土
）
～
九
月
八
日
（
日
）
に
青
森
県
立
美
術

館
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。 

二
〇
一
八
年
九
月
発
行
の
東
京
大
学
広
報
誌

『
淡
青
』
三
十
七
号
の
特
集
は
、
研
究
対
象
と

し
て
の
猫
か
ら
猫
好
き
教
員
の
座
談
会
ま
で
幅

広
い
話
題
を
集
め
た
「
猫
と
東
大
」
で
し
た
。

こ
の
中
で
、
明
治
文
庫
の
所
蔵
資
料
の
猫
た
ち

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
淡
青
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
東
京
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

移
転
準
備
作
業
で
の
収
穫 

欠
号
・新
規
資
料
次
々
見
つ
か
る 

昨
年
十
月
に
続
い
て
二
月
に
行
わ
れ
た
集

中
閉
館
で
も
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
法
学
部

生
に
よ
る
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
業
務
お
手

伝
い
）
の
協
力
で
館
内
の
整
理
が
進
み
ま
し

た
。 今

回
も
、
明
治
文
庫
で
欠
号
と
な
っ
て
い
た

新
聞
や
、
明
治
～
大
正
期
の
様
々
な
印
刷
物
、

文
庫
の
歴
史
に
関
わ
る
資
料
が
見
つ
か
る
な

ど
、
大
変
な
作
業
の
中
に
も
う
れ
し
い
発
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

今
年
卒
業
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
か
ら

は
、
今
回
の
作
業
を
終
え
「
常
に
何
十
年
先
を

見
越
し
て
保
存
を
考
え
る
姿
勢
は
学
部
の
生

活
で
は
得
ら
れ
な
い
視
点
と
な
り
ま
し
た
」

「
又
と
な
い
貴
重
な
機
会
」
と
の
感
想
も
あ

り
、
充
実
し
た
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

明
治
文
庫
の
先
人
た
ち
が
資
料
を
遺
し
て

い
こ
う
と
し
た
意
志
を
感
じ
つ
つ
、
今
後
「
明

探
」
へ
の
登
録
な
ど
資
料
保
存
・
公
開
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

@UTokyo_LMeiji 

南
ア
ル
プ
ス
市
立
中
央
図
書
館
主
催
の
南
ア

ル
プ
ス
市
ふ
る
さ
と
人
物
室
第
六
回
展
示
「
遺

（
の
こ
す
） 

㓛
刀
亀
内
」
（
会
期 

二
〇
一

九
年
四
月
十
三
日
（
土
）
～
九
月
十
六
日
（
月
）
）

に
『
外
箱
「
峡
中
新
報
」
』
な
ど
資
料
六
点
を

出
陳
し
ま
す
。 

㓛
刀
亀
内
は
「
甲
州
文
庫
」
の
創
設
者
で
、

宮
武
外
骨
と
の
親
交
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

出
陳
資
料
か
ら
は
「
甲
州
文
庫
」
と
明
治
文
庫

の
関
係
が
見
え
て
き
ま
す
。 

南
ア
ル
プ
ス
市
立
図
書
館
に
よ
る
事
前
調
査

で
は
文
庫
職
員
も
協
力
。
外
骨
の
『
公
私
月
報
』

に
記
載
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
今
回
改
め
て

整
理
・
公
開
で
き
た
資
料
も
あ
る
な
ど
、
明
治

文
庫
と
し
て
も
様
々
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

現
物
の
出
陳
は
会
期
前
半
の
六
月
十
九
日

（
水
）
ま
で
、
会
期
後
半
は
パ
ネ
ル
展
示
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

調査作業を行う
スタッフ▶ 
 

◀
「
猫
の
変
わ
り
目
」
『
團
團
珍
聞
』
よ
り 

 

◀発見された 
資料の数々 

 

◀
「
遺
（
の
こ
す
） 

㓛
刀
亀
内
」
展
ポ
ス
タ
ー 

■

 

■

 

■

 

■

 

■

 

■

 

■ 
 

▲『宮武外骨絵葉書帖』 

「猫」より年賀状 


